
企業行動研究部会（#356）議事録 

◉日 時：2026年 5月 13日（水）18：00～20：00  
◉場 所：リモート会議  
◉参加者：(14名)  

◉事務局連絡  
5月25日19時から　経営倫理学会理事会の開催 
6月15日19時から　経営倫理学会2025年度総会 
7月16日～18日　　経営倫理学会研究発表大会　 
一橋大学一橋講堂・中会議室（東京都千代田区一ツ橋２-１-２ 学術総合センター内）で開催。
統一論題は「経営倫理学と経営実務の融合 －学術研究の実化の探求－」に決定。 

◉研究発表  
発表者：菱山隆二 部会員  
テーマ： 最近の海外ESGトピックス  

◯要 旨  
　世界的なESG潮流が「不連続な変化」の段階にあることの報告が行われた。環境面
では2025年に地球気候システム全体が「異常値」を示し、再生可能エネルギーは単な
る脱炭素の手段を超え、国家の安全保障や産業戦略の中核へと進化していること。中
でも特に中国が風力や太陽光の製造能力で圧倒的な優位を築く一方、日本の当事者意
識は世界最下位レベルにあると警鐘を鳴らしました。社会課題では、深刻な健康被害
を巡り超加工食品への規制や訴訟の動きが欧米で加速し、EUでは企業グループ全体に
巨額の罰金を科す新たな腐敗防止指令が採択される等、法的な包囲網が強まっている｡ 
　ガバナンス面では、人間を凌駕する攻撃能力を備えた新型AI「ミュトス」の出現が
従来のセキュリティモデルを破綻させ、経営にゼロトラスト体制への全面移行を迫っ
ています。また複雑な環境への対応として2人CEO制が普及し始める一方、米国大企
業がDEI施策から後退するという逆流も報告されました。結論として、日本企業は部
分最適ではなく、全社的な基盤変革を通じたレジリエンスの再構築が急務であると強
調した。 

◯意見・質疑応答（質疑応答の要点は、主に以下に集約された） 
1.  食品業界の倫理と社会的責任 
• 超加工食品と健康被害：欧米では超加工食品による健康被害が訴訟や規制の対象と
なっているが、日本での議論は未だ不十分である。  

• 企業の理念と消費者の需要：「売れるから作る」という企業の論理と、健康への懸
念という倫理的課題の板挟みについて議論されました。食品企業の理念（ウェル
ビーイングへの貢献）に照らし、科学的に見解が分かれる問題に対して企業がどう
行動すべきかが検討課題として挙げられた。  

2.  気候変動への意識と世代間のギャップ 



• 日本の当事者意識の低さ：日本の気候変動への当事者意識が31カ国中で最下位層
（31位）である背景について、開示制度はあるものの、中身のレベルが世界基準に
達しているか、また中小企業の意識が追い付いているかが疑問視された。  

• 若年層の「奮起」への期待：20代の多くが「穏やかな衰退」を許容する傾向にある
データに対し、若者の覇気のなさを懸念する声がある一方、環境や人権への関心は
高いという教育現場からの実情も示された。  

3.  AI・科学技術の急速な発展と倫理的限界 
• AI企業の倫理: アンソロピック（Anthropic）社の例を引き合いに、極めて強力な
技術（サイバー攻撃能力など）を持つ企業が、国家の要請よりも自社の倫理基準を
優先し、公益を守ることの重要性が議論された。  

• 行く０４みにAIによる戦争の変容：戦争の意思決定にAIが介入することで、人間
の判断速度を超え、人間は事前準備と事後責任のみを担う「AIが主導する戦争」へ
の恐怖と、国際的なガバナンス構築の必要性が論じられた。  

• 法整備の遅れ：生命科学やAI技術の進化に対し、現行の法律（民法など）が追いつ
いていない現状が指摘された。  

4.  国際情勢における日本の立ち位置 
• 米中対立とミドルパワー：日本はビジネス・安全保障の両面で米国に傾斜している
が、中国の技術的・経済的台頭は無視できない現実である。  

• 独自の生き方：米中どちらかに偏るのではなく、アジア諸国や「ミドルパワー」同
士の連携を強め、日本独自の立ち位置を模索すべきだという意見が出された。  

5.  メディアの役割と課題 
• 倫理観の不在：日本のメディアにおいて「倫理」という言葉が扱われる機会が少な
く、不祥事の際も「コンプライアンス」に終始している 。  

• ジャーナリズムの質の向上：権力に屈しないメディアのあり方や、ジャーナリスト
に対し、歴史や哲学を含めた高度な教育が必要であるという提案がなされた 。 

（以上） 

今後の部会開催予定

06月10日 357 片方恵子 様 フジテレビ問題第三者委員会報告書分析と組織不
正温存の4層連鎖モデル考察

07月08日 358 川村雅彦 様 仮）統合報告書＆シナリオプランニン

08月12日 359 勝田和行 様 仮）サステナビリティ､人的資本経営の情報開示
について

09月09日 360 野間口隆郎 様 仮）米国を動かす南部福音派プロテスタント教会
の実態とその意思に関する考察


